
１.基本情報

※令和5年5月1日時点

２.事業概要

３.本事業で新たに設置等を行う組織

工学関係 - - - - -

新設予定

新設予定

100 名

40 名

580 名

令和6年2月申請時点

地域社会においては、Society5.0の実現に向け、デジタル技術を駆使した新たな社会事業や地域ビジネスの創出への期待は

大きいが、現状では、専門的なデジタル知識・能力を有し、総合的な視点からDXを推進する人材が不足している状況にある。

この地域ギャップを埋めるには、DXによるイノベーティブな取組みにおいて、目的設定から導入、導入後の効果検証までを、地域

の様々な関係者をコーディネートしながら一気通貫して推進する人材=「ビジネスアーキテクト」の育成が不可欠であり、地域の

Society5.0実現の最重要課題となっている。

　本学が構想するビジネスアーキテクト学部（仮称）は、九州西部地域における産学官連携のもと、デジタル技術を駆使し、

「総合知」の活用とオープンイノベーションの手法により、新たなビジネスの創出やサービスの社会実装を通して、地域社会の

経済発展と社会的課題解決の両立に資する人材を養成する。

令和６年度大学・高専機能強化支援事業

（支援１：学部再編等による特定成長分野への転換等に係る支援）

事業概要

令和９年度

認可申請及び届出

学部の新設

ビジネスアーキテクト学部(仮称）

長崎県諫早市

学部学科

組織構成

総合社会学部　※R6年度より現代社会学部から名称変更

　経済政策学科

　社会福祉学科

　多文化コミュニケーション学科※R6年度より外国語学科から名称変更

改組予定年度

認可申請・届出の別

改組内容

事業計画名 鎮西学院大学ビジネスアーキテクト学部新設プロジェクト

収容定員

入学定員の増加数
他学部等の入学定員の減少数

設置等組織名

設置等組織の学位分野

当該学部等の所在地

入学定員

大学全体の総収容定員

学校種 大学 都道府県 長崎

大学名 鎮西学院大学 設置区分 私立



令和6年度 ○○大学
支援１ 学部再編等による特定成長分野への転換等の構想について

令和６年度 鎮西学院大学

＜基本情報＞

①改組予定年度 ： 令和10年度
②所在地 ： 長崎県諫早市
③設置等組織名 ： ビジネスアーキテクト学部
④改組内容 ： 学部の新設
⑤入学定員増数 ： 100名 （合計数）
⑥入学定員減数 ： 40名 （合計数） 

ビジネスアーキテクト学部
◆設置学部のコンセプト

• 地域のSociety5.0の実現に向け、産学官連携のもと、デジタル
技術を駆使し、「総合知」の活用とオープンイノベーションの手法に
より、新たなビジネスの創出やサービスの社会実装を通して、地域
社会の経済発展と社会的課題解決の両立に資するビジネスアー
キテクト人材を養成する。

◆教育内容・養成する人材像
• ビジネスアーキテクトに必要な①専門的なデジタル知識・能力、②
総合知とその活用、③オープンイノベーション手法を体系的かつ実
践的なカリキュラムで学ぶ。

• ビジネス変革や地域課題解決など、DXによるイノベーティブな取
組みにおいて、目的設定から導入、導入後の効果検証までを、地
域の様々な関係者をコーディネートしながら一気通貫して推進す
る人材

◆連携を通じた教育体制の整備
• 産学官連携による「教育プログラム連携協議会」を設置、教育課程の

PDCAサイクルに産業界・地域社会の人材ニーズを反映する教育体
制を整備

• 自治体・企業等との連携によるSTEAM教育、PBLやインターンシッ
プ、実務者・実務家教員による実践的な科目を展開

◆多様な入学者の確保
• 探究・アントレプレナーシップ等の実践を評価する総合型選抜、「女
子枠」「資格取得」等の優遇枠拡大により普通科のみならず実業高校
卒業生を積極受入れ

• マイクロクレデンシャルプログラムによるリカレント・リスキングによ
り社会人を広く受け入れ、修了者の同窓会組織（アルムナイ）を形成、
実務と学びの継続的往還のため、学びのコミュニティを創出。

• 留学生日本語別科を介し、理系学部進学希望の留学生を積極的受
け入れ

＜事業計画名＞ 鎮西学院大学ビジネスアーキテクト学部新設プロジェクト

入学定員 【R10新設】 100名【
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同窓会組織
（アルムナイ）

学びのコミュニティ創出

ビジネスアーキテクト

リカレント教育

マイクロクレデンシャル

学部カリキュラム

産学官連携による
教育プログラム

専門的な
デジタル知識・能力

総合知の活用

オープン
イノベーション手法

出典：内閣府資料
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